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冨岡倍雄教授を偲ぶ

中 村 平 八

冨 岡倍雄 先生 がな くな られて,2カ 月 が過 ぎよ うと して い ます。 先 生 の ご命

日は,1998年4月15日 です。桜 の季節 が終 わ り,ア ジサ イの花 の季 節 を迎 え ま

した が,先 生 の お姿 は あ りま せん。 古 人 は言いま した。 「年 々歳 々花 あい似 た

り,歳 々年 々 人 同 じか らず 」。

冨 岡 先生 は,こ れ まで経 済学 者 が研 究対 象 に して こなか った分野 を,研 究 対

象 と して選 ば れ ま した。 す なわ ち,発 展途 上 地 域 の研 究 で あ り,南 北 問題 の経

済 学 が それ で あ ります。先生 はあ るシュー レ(学 派)に 属 し,通 説 や反 通 説 の検

証 を 自己の課 題 として,分 業 の一 端 を担 え ば よ い と い う研究者 ではあ りません

で した。 言 うなれば,強 靭 な思 考 力 を頼 りに,一 人 で未 知 の道 を歩 み つづ け る

研 究 者であ りま した。先生 ご自身,そ の こ とを よ く自覚 して お り,通 常 の ア カ

デ ミックな専 門研 究 者 とは異な る 「探検家的研究者」と自己規定 してお ります。

それだ けに先生 は,経 済 学 部 で の担 当科 目 「新 興 国経済論」,大 学 院 で の演習

科 目 「新 興 国経 済 論特殊研 究」 を講義 す る際 試行錯誤 の連続 であ り,苦 しい

よ うな楽 しい よ うな 日々で あ った,と 述 懐 して お ります。 学 生 思 いの先生 で し

たか ら,受 講 生 諸 君 に迷 惑 を か け たの で は とのお気持 ち もあ ったよ うです。 し

か しなが ら,冨 岡 ゼ ミの 出 身者 はみ な,個 性派 の社 会 人 と して活 躍 してお り,

また大 学 院 に きた諸 君 も,い ぶ し銀 の よ うな研 究 者 に な り,途 上 国 研 究 の諸 分

野 で,よ い仕 事 を してお ります。

冨 岡教授 の研究 エ ッセ ンスは何 であ ったので しょうか。 それは 《冨岡産業革

命論》 に集約 されて います。 それによれば,イ ギ リスに は機械 制 工 業 を生 み だ

す土壌,っ ま り産 業 革 命 の先駆 者 とな り うる条件 があ りま した。それ は,「 鉄 技

術 の社 会 的普 及 度」(一 人当たりの鉄消費量の差,一 人当たりの鉄生産 ・加Z.技 術者の
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数の差,鉄 ・鉄製品の相対的価格の差,な どを尺度 として計測 しうる量的概念)に お け

る優 位 で あ り,そ れ は証 明可能 です 。

近 代 にお いて,こ の点 で イ ギ リスは抜群 で した。 そ してまた,ヨ ー ロ ッパ で

は フ ラ ンスや ドイ ツ,ア ジアで は中 国 ・朝 鮮 ・日本 もまた,イ ギ リス に劣 る と

は いえ,「 鉄技 術 の社会 的 普及 度 」 にお いて優 れて いま した。 したが って,こ れ

らの 国 は,経 済 外 的 暴 力 に さ らされ な いか ぎり,機 械 制工 業 を相 対 的 に順 調 に

生 み だすか導入 す ることが可能であ りま した。事実 フランスや ドイ ツ,日 本 は,

工 業 国へ の道 を歩 む ことが で きたのです。

今 日の途上国の大 半は,近 代 に いた る まで,マ ニ ュ フ ァクチ ュ アや モ ノ カル

チ ュアを広範 に発展 させ,ヨ ー ロ ッパ よ り豊 か であ りま した。 しか し,鉄 や鉄

製 品 を そ れ ほ ど必 要 と して いなか ったために,「鉄技 術 の社 会 的普及 度 」におい

て,相 対 的 に劣 って い ま した。それ ゆえ,19世 紀 か ら20世 紀,途 上 国 にお け る

機 械 制工 業 の導 入 は困難を きわめ,今 日の南北 問題 を生 む にい た ったのです。

広義 の19世 紀 に,ア ジア ・ア フ リカ と ヨー ロ ッパ との経済的地位 の逆転 が起

こったのです。

ア ジア ・ア フ リカの途上国 の貧 しさは,機 械 制 工 業 が提供 す る製 品 や サ ー ビ

スを,貨 幣 と引 き換 え に入手 で きな い とき,発 現 します。 今 日の ア ジア ・アフ

リカの貧困 とは,鉄 文 化 あ るい は機 械 制 工業 に起 因す る貧困なのです。 そ こか

らの脱出の諸条件の究明 それが冨 岡先生 の学問的課題であ りま した。

紙幅が切 れたため,先 生 の学 問 のす べ て を紹 介 で きません。 それ は別 の機会

に譲 ると して,神 奈 川 大学 経 済 学部 の途 と国研 究 グルー プは,先 に梶 村 秀樹 教

授(1935-$9)を 失 い,今 また冨 岡倍 雄 教授(1929-98)を 失 い ま した。残 され た

ス タ ッフや院生が,何 を なす べ きか は 自明で あ ります。元気 をだ してゆ きたい

と思 います。

(『神奈川大学通信』第221号,1998年7月 に掲載)


